
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GII 中山 赤…GOOD妙味大な馬青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 オーシャンビュー 嘉藤 マヤノトップガン ロベルト フジキセキ サンデーサイレンス C D E E E E 14 消 12 2

2 シルヴァンシャー 戸崎 ディープインパクト サンデーサイレンス JadeHunter ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C B A B B B 2 ▲ 9 -7 

3 ポンデザール ルメール ハーツクライ サンデーサイレンス Rossini ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B B B B B B 1 ◯ 3 -2 

4 ボスジラ 横山武 ディープインパクト サンデーサイレンス Mr.Greeley ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ C C B B B B 3 △1 6 -3 適性

5 アルバート 岩田康 アドマイヤドン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ダンスインザダーク サンデーサイレンス B A D C B C 5 △4 13 -8 

6 リッジマン 古川 ｽｳｪﾌﾟﾄｵｰｳﾞｧｰﾎﾞｰﾄﾞ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ Caerleon ニジンスキー C A C D B C 11 △3 8 3

7 メイショウテンゲン 池添 ディープインパクト サンデーサイレンス フレンチデピュティ ヴァイスリージェント C B B D C B 4 ☆ 14 -10 

8 アドマイヤアルバ 大野 ハーツクライ サンデーサイレンス Bernstein ストームキャット C D E E E E 12 消 10 2 データ

9 ヒュミドール 吉田豊 オルフェーヴル サンデーサイレンス チチカステナンゴ グレイソヴリン B B C D B B 6 △2 5 1

10 タイセイトレイル 坂井 ハーツクライ サンデーサイレンス シンボリクリスエス ロベルト A B C B B B 9 ◎ 4 5

11 オセアグレイト 横山典 オルフェーヴル サンデーサイレンス Bahri ネヴァーベンド B C C E C C 7 △7 1 6

12 ステイブラビッシモ 江田照 ステイゴールド サンデーサイレンス Kingmambo キングマンボ C D E E E E 13 消 7 6

13 タガノディアマンテ 津村 オルフェーヴル サンデーサイレンス キングカメハメハ キングマンボ C C B E B C 8 △5 2 6

14 ゴールドギア 田辺 ロードカナロア キングマンボ ゼンノロブロイ サンデーサイレンス D C C C C C 10 △6 11 -1 

15 ルミナスウォリアー 黛 メイショウサムソン サドラーズウェルズ アグネスタキオン サンデーサイレンス B C D E D E 15 消 15 0 ペース

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります
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ステイヤーズステークス 芝3600m 良想定 消耗 中荒れ D

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度

　逃げ先行馬がいないメンバー構成だったがそれにしても超スローの展開になり、タガノディアマンテが途中で動いたのに全く速いペースにならず。もう前に行った馬しかどうしようもないようなスタミナと

はかけ離れた単なる位置取り勝負になった。
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グレイソヴリン、ロベルト、ニジンスキーあたりの血統の好走が

目立つが、リピーターが多すぎるのでなかなか判断が難しいとこ

ろ。

とにかくリピーターが走るレース。１度このレースで好走実績の

ある馬は重視。スタミナよりも立ち回り力が問われるレースで、

最後じわじわ伸びる馬を。

△10番人気以下(0-0-2-47)

×4歳馬で当日5番人気以下(0-0-0-10)

×関東馬で当日8番人気以下(0-0-0-44)

×3歳～6歳馬で前走重賞10着以下(0-0-0-27)

×前走条件戦で6着以下(0-0-0-16)

×前走1秒以上負けで当日2番人気以下(0-0-0-16)

×間隔中9週以上で当日7番人気以下(0-0-0-17)

逃げ馬不在。前走位置や鞍上のキャラを考えても横山典弘騎手の

オセアグレイトが逃げるか。超スローペースが濃厚に見えます。

危険な馬
PREVIEW アルバート=完全なる叩き台だったとはいえ京都大賞典は見所ゼロ

のレースぶり。高齢馬でも走れるレースだが、さすがに9歳になっ

て衰えはありそう。過去に連覇した時のような能力はなさそう

で、今年は厳しい戦いになりそうだ。

JRAで最も長い距離で行われる重賞レース。例年非常に低レベルなメンバー同士で行われる感じだが、今年はノーザンファームのエース格であるアルバートが衰えていることもあってか、シルヴァンシャー、

ポンデザール、ボスジラなど旬の馬が出走してきて例年以上に見所あるメンバーが揃った印象。そんな馬同士でこの条件で走ってどうなるかをしっかり考えたい。

ここは長距離条件なら◎タイセイトレイルが面白いはず。年齢を重ねて母父ロベルトの血が出てきたかズブさが表に出てきた感じ。前走のアルゼンチン共和国杯は積極的な競馬であわやの内容。阪神大賞典を

見てもスタミナを生かす競馬で非常に強い内容でしたし、今回のこの条件ならば一発あっていいんじゃないでしょうか。

※最終的に◎ヒュミドールに変更

妙味大な馬
ポンデザール=札幌日経オープンでの強い競馬や札幌記念の4着を

見ても今回のメンバーでは最上位。血統的に距離も持ちそうです

し、鞍上ルメールならばある程度は信頼できるか。ただ、戦績を

見ても北海道シーズンしか活躍しておらず、果たして冬の中山で

活躍できるのかは気になるところ。

穴馬
タイセイトレイル=年齢を重ねて母父ロベルトの血が出てきたかズ

ブさが表に出てきた感じ。前走のアルゼンチン共和国杯は積極的

な競馬であわやの内容。阪神大賞典を見てもスタミナを生かす競

馬で非常に強い内容でしたし、今回のこの条件ならば一発あって

いいんじゃないでしょうか。
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枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 オーシャンビュー 嘉藤 消 E 14 12

2 シルヴァンシャー 戸崎 ▲ B 2 9

3 ポンデザール ルメール ◯ B 1 3

4 ボスジラ 横山武 △1 B 3 6

5 アルバート 岩田康 △4 C 5 13

6 リッジマン 古川 △3 C 11 8

7 メイショウテンゲン 池添 ☆ B 4 14

8 アドマイヤアルバ 大野 消 E 12 10

9 ヒュミドール 吉田豊 △2 B 6 5

10 タイセイトレイル 坂井 ◎ B 9 4

11 オセアグレイト 横山典 △7 C 7 1

12 ステイブラビッシモ 江田照 消 E 13 7

13 タガノディアマンテ 津村 △5 C 8 2

14 ゴールドギア 田辺 △6 C 10 11

15 ルミナスウォリアー 黛 消 E 15 15

PREVIEW REVIEW
自己条件で上がりがかかればなんとかという感じ。重賞への格上挑戦ではどんな状況でも厳しいだろう。 縦長馬群の後方でテレビに映っていないので評価しづらい。さすがに

ここでは厳しかっただろう。

母が超良血のディープインパクト産駒。そこまでスパッとキレるタイプではないので、距離を伸ばして相対的に決め手の優位性を持た

せるのは良いと思うが、果たしてこの距離が持つんだろうか。

今回は馬場もペースも全く合わなかった。京都大賞典4着なら普通の

重賞では上位だろう。

札幌日経オープンでの強い競馬や札幌記念の4着を見ても今回のメンバーでは最上位。血統的に距離も持ちそうですし、鞍上ルメールな

らばある程度は信頼できるか。ただ、戦績を見ても北海道シーズンしか活躍しておらず、果たして冬の中山で活躍できるのかは気にな

るところ。

超スローを見越してルメールが押し上げたファインプレー。ほぼ初め

て北海道以外で走れた点は評価しても。

ここ2戦は札幌芝2600mで連続好走。ただ、かと言ってスタミナ溢れるステイヤーというわけではなさそうで、阪神大賞典を見ても長距

離条件が合うとはあまり思えない。スムーズに立ち回ってどこまでやれるか。

位置取りは悪くなかったが伸びきれなかったあたり阪神大賞典と同じ

く距離が長かったんじゃないだろうか。2500m前後がベスト。

完全なる叩き台だったとはいえ京都大賞典は見所ゼロのレースぶり。高齢馬でも走れるレースだが、さすがに9歳になって衰えはありそ

う。過去に連覇した時のような能力はなさそうで、今年は厳しい戦いになりそうだ。

縦長馬群の後方でテレビに映っていないので評価しづらい。これにて

引退となります。

前走の京都大賞典は復調を感じさせるレースぶり。ステイヤーズSは過去に勝利実績がありますし、適性自体は高いと見て良さそう。た

だ、その勝った年のステイヤーズSは超低レベル戦だったので、今年のレベルの相手でどこまでやれるんだろうか。

超スローで全く良さが活かせず。京都大賞典の内容は悪くなかったの

で、オープンの長距離戦でスタミナを活かしたりできれば。

とにかくキレないために上がりがかからないとダメそうなタイプ。上がりさえかかれば宝塚記念のように強い相手でも戦える印象。今

回の条件自体は合いそうだが、前走が見所ゼロの内容。馬体も減っていたので調子落ちの可能性あり。

縦長馬群の後方でテレビに映っていないので評価しづらい。今回は展

開向いていないが、アルゼンチン共和国杯もサッパリだったので出来

落ちの可能性はある。

最近は明らかにスランプ傾向。もう重賞レベルでは厳しくなってきていると思います。 縦長馬群の後方でテレビに映っていないので評価しづらい。スローで

相対的に位置を取っただけの10着か。

ずっとダートを使われていたが、芝に戻してからはほぼパーフェクトな戦績。前走も人気薄で激走したとはいえ強い内容でした。今回

は能力的にはやれて良い感じがしますが、1800mから２倍の距離に延長という点はさすがにどうなんだろうか。

展開全く向いておらずその中では最も強い競馬。普通に重賞でも通用

しそうで、バレていないうちにどこかで狙いたい。

年齢を重ねて母父ロベルトの血が出てきたかズブさが表に出てきた感じ。前走のアルゼンチン共和国杯は積極的な競馬であわやの内

容。阪神大賞典を見てもスタミナを生かす競馬で非常に強い内容でしたし、今回のこの条件ならば一発あっていいんじゃないでしょう

か。

積極策でこの馬の良さは活かせたが相対的にキレ負けした感じか。な

かなか色々と恵まれない馬な感じはします。

どうも一連のレースぶりを見ている感じでは、厳しいペースになると脆さを出しそうな感じ。今回は長距離戦で道中ペースが緩まる点

は良さそうだが、横山典弘騎手となるとこのメンバーなら逃げちゃいそうな感じ。ステイヤーズSで逃げて好走というのはあんまり聞き

ませんし、展開的にどうでしょうか。

距離はこなすが道中ペース負担に弱い馬に見えるので今回の条件は良

かったか。何よりノリさんの騎乗が完璧だった。

ダイヤモンドSでははるか後ろの掲示板争いで6着に走ったが、それでも力不足は明らか。今回もまず厳しいんじゃないかと思います。 途中で押し上げた分だけ上の着順に走れた感じ。直線ではしっかりと

突き放されていた。

決してステイヤーではなく、一瞬の脚の速さを活かしてこその馬。それだけに東京コースから中山コースに替わるのは間違い無くプラ

ス。ただ今回は喉の手術明けでいきなり走れるかという点が気になるところ。

超スローを見越して早めに動いた津村騎手のファインプレー。決して

ステイヤーではなく一瞬の脚が活きる条件で。

能力的には重賞でも通用して良さそうだが、ズブさがある差し馬なのでどうも詰めの甘さを見せている感じ。距離延長で変わる可能性

はあるが、なんだかんだでロードカナロア産駒。さすがに距離が長すぎる感じもします。

縦長馬群の後方でテレビに映っていないので評価しづらい。今回は適

性条件ではなく、展開に恵まれていない。

札幌日経オープンのレース内容からも長距離でドボドボの道悪馬場にでもなれば一発ある可能性。ただ、さすがに良馬場ではもう厳し

いだろう。

縦長馬群の後方でテレビに映っていないので評価しづらい。芝2600m

でドボドボの道悪馬場にでもなれば。


